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校 長 中嶋 雅彦 

今年目指していくもの 

 今年の始まりは、東京では、穏やかな晴れた日が続きました。気温が低い日もありましたが、

日を浴びると暖かさを感じ、心身ともに暖まる日和でした。年頭に際し、本校も正月の天気のよ

うに穏やかな１年であることを心から願いました。 

 ３学期の始業式では、３年生を中心とし、整然と列をつくり、寒さが身にしみる体育館がさら

に引き締まった感じがしました。今年も生徒が、大きく成長し、活躍する姿がみられる学校をつ

くっていきたいと決意しました。 

 この冬休み、他国の大学入試で、面接試験において質問される事柄を目にする機会がありまし

た。我が国でも、大学入試の改革が身近に迫っていますが、一つの答えを求めるのではなく、

様々な情報の中で、思考力、表現力、判断力を用いて自分なりの答えを出せる力が必要とされて

います。子どもたちが生きるこれからの将来を見据え真に身に付けなければいけない生きる力を

どのように谷原中学校で育成していけばいいのか考えさせられました。さらに、年明けの１月４

日の読売新聞には、「政府は、高校普通科の抜本改革に乗り出す。画一的なカリキュラムを柔軟

に見直し、専門性の高い学科にすることが柱だ。各校の独自性を高め、生徒が明確な目的意識を

もって学べるようにするねらいがある。文部科学省令などを改正し、2021年度からの導入を目指

す・・・」という記事を目にしました。子どもたちが、自らの個性を生かし、目標をもった取り

組みが、大切であることをあらためて感じました。 

 自動運転の車が、公道を走るのは当たり前、人と話をする車も登場しているとの話を聞くと、

子どもたちが人としての真の力を身に付ける必要性を強く感じています。人との関わりを考え、

知識を活用し、知恵としていくこと、人の力を吸収し、自分の考えを高めていくこと、人と自分

の意見が違うとき、新たなもう一つのよりよい道を見つけていくことなど、人間として良さを生

かしていく力を育成することが必要です。 

 本校では、新年も、生徒が授業の中で他の仲間に自分の意見を述べ、グループ活動を活用し、

人の意見を取り入れながら自己の意見をつくり説明していく授業をさらに数多く展開していきま

す。また、ICT機器を取り入れ、視覚に訴える授業を行い生徒にとってわかりやすく、考えるこ

との楽しさを知るために、主体的、対話的で深い学びが実現できる授業改善を行っています。生

徒会を中心として、行事を創り上げ、生徒自らが考え、正しく行動する力を身に付けるための機

会を数多くつくっていきます。これからも、保護者、地域の皆様と協力しながら学校を運営して

いきます。 

谷原中だより 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 おもな行事  日 曜 おもな行事 

１ 金 1年職場訪問         ◎都推発表  １１ 月 『建国記念の日』 

２ 土   12 火 生徒朝礼､避難訓練 

３ 日   １３ 水 2年生ｽｷｰ移動教室(1日目) 

４ 月 朝礼､2年生ｽｷｰ移動教室健康相談  14 木 2年生ｽｷｰ移動教室(2日目) 

５ 火 専門委員会        ◇特支学級部会  15 金 2年生ｽｷｰ移動教室(3日目) 

６ 水        ◎都一次出願 ◇区中研発表会  16 土 2年生ｽｷｰ移動教室(4日目) 

７ 木 中央委員会         ◎都一次出願  17 日 ☆新入生採寸 

８ 金   18 月 2年生振替休日 

９ 土 第二土曜授業日    ☆新入生入学説明会     

10 日            ●都内私立校入試(始)     

２月の予定から 

UPGRADE ～学年の成長を そして最高の思い出を～ 

                                スキー移動教室担当 山本理子 

 実行委員会で考えたスローガンです。２年生は２月１３日（水）から 

３泊４日の日程で軽井沢へスキー移動教室に出かけます。実習班や生活 

班、係分担も順調に決まり着々と準備は進んでいます。スキー移動教室 

を通して“個人”が成長とともに“学年”としても大きく成長してほし 

いと願っています。一人一人の生徒が「作り手・運営者」という意識で 

臨み、学校に戻ったら「全員が○○になっている」と胸を張って言える 

行事にしていきましょう。軽井沢の大自然を満喫するとともに、集団で 

行動する中で“本当の楽しさ”を見付けてきましょう。 

“操り人形” 
                                 １年Ｅ組担任 保科知彦 

 １月29日、練馬文化センターで「第53回 練馬区中学校連合ダンス発表会」が行われました。 

１年女子は保健体育の授業で「創作ダンス」の授業に取り組んできまし 

た。Ｅ組は“何かに操られ自分たちの意思では動けない中でできること 

を探しながら新しい世界を作り出そうとする姿”を表現して学年代表に 

選ばれました。 

 当日は特別出演の高校生ダンス部の演技も見ることができました。さ 

すが高校生の演技は圧巻でとても参考になりました。自己表現の難しさ 

と楽しさを実感できた１日でした。 

“生活習慣を見直そう” 

                                主任養護教諭 佐伯登美子 

 １月30日、学校医や学校薬剤師、ＰＴＡの方にお集まりいただき、「学校保健委員会」が行われま

した。定期健康診断や生活習慣アンケートの結果から谷原中生の実態や課題を報告しました。今日は

眼科校医、歯科校医の先生にご参加いただきアドバイスをいただきました。視力の低下は生徒を取り

巻く生活環境にも要因はありますが、将来の子供たちの目の健康がとても心配です。と言うお話や、

人生100年時代を生きる生徒が自らの歯で健康を維持できるよう予防歯科を啓発し、学校の歯科健

診だけでなく定期的な歯の健診を広めていくことが重要です。というお話をいただきました。保健だ

よりや給食だよりでも情報を提供していきます。ご家庭でもぜひ話題にしてください。 



 


